
R5.3.9 協議・報告ア 

文化財活用課 

報告 重要文化財の指定及び国登録有形文化財の登録について 

令和４年１１月１８日（金）に開催の国文化審議会文化財分科会（会長 佐藤信）において、

福岡市に所在する１件の美術品を重要文化財に指定、４件の建造物を国登録有形文化財に登録

することが妥当である旨、答申されました。 

1 重要文化財（美術品）の指定 

（1）嶋井家文書  781 点（古文書） 

戦国時代から桃山時代にかけて全国的に活躍した博多の豪商・嶋井宗室を輩出した嶋井家に

伝来した古文書群。宗室に宛てられた織田信長・豊臣秀吉・大友宗麟・千利休・古田織部など

との、茶の湯を介した親密な交流を示す手紙や、江戸時代初期の朱印船貿易に関する投銀証文

（海外貿易船への貸付証

文）など、政治・経済・

文化史に関する学術的価

値が非常に高いものです。 

後日、官報に登載され

る告示の日をもって指定

となります。 

2 国登録有形文化財（建造物）の登録 

（1）旧九州帝国大学工学部本館ほか３件

市内で数少ない近代建築物群であり、戦前の帝国大学における建築物として造形の規範とな

っているとともに、帝国大学キャンパスの景観を保存する点でも極めて重要な価値を有してい

ます。また、⻑年箱崎地域のシンボルとして記憶に留まり、地域景観資産としても貴重なもの

です。 

文化財保護法（昭和 25 年法律第 214 号）第 57 

条第１項の規定に基づき、令和５年２月 27 日付

けで告示されました。 

嶋井家文書（千利休書状） 

旧九州帝国大学工学部本館 
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1． 重要文化財（美術工芸品：古文書） 

嶋
し ま

井
い

家
け

文
も ん

書
じ ょ

  781 点（古文書）  福岡市中央区天神 1－8－1 

 通称 嶋
しま

井
い

家
け

文
もん

書
じょ

 

 所有者 福岡市 

 今回の指定で福岡市所在の重要文化財（美術工芸品：古文書）は全２件となる予定 

 

 
 

  

織田信長が嶋井宗室を茶会に招いた招待状 
（松井友閑書状） 

千利休が秀吉の近況を嶋井宗室に伝えた手紙（千利休書状） 

嶋井権平に借りた投銀の返済遅延を釈明した
手紙（ガスパル・バルボザ・ペレイラ書状） 
1631 年 7 月 20 日付け、 
嶋井権平正則（宗室の曽孫）宛 
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２．国登録有形文化財（建造物） 

 登録名称   

① 旧九州帝国大学工学部本館 

② 旧九州帝国大学本部事務室棟 

③ 旧九州帝国大学本部建築課棟 

④ 旧九州帝国大学門衛所 

 建設年代・構造及び形式  

① 昭和 5年、鉄筋コンクリート造一部鉄骨鉄筋コンクリート造 3階地下１階建、建

築面積 3,152 ㎡、塔屋付 

② 大正 14年、煉瓦造 2階建、建築面積 1,276 ㎡、塔屋付 

③ 大正 14年、煉瓦造 2階地下１階建、建築面積 230 ㎡、塔屋付 

④ 大正 3年、煉瓦造１階建、スレート葺、建築面積 29 ㎡ 

 所在地 福岡市東区箱崎六丁目 10-1 

 所有者 国立大学法人九州大学 

 今回の登録で福岡市所在の国登録有形文化財（建造物）は全 47件となる予定 

 

 

 

③旧九州帝国大学本部建築課棟 

 

②旧九州帝国大学本部事務室棟 

④旧九州帝国大学門衛所 

 

①旧九州帝国大学工学部本館 
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